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研究成果の概要（和文）：　フィリピン諸島には，日本と同様にプレートの沈み込みに伴う火山が多く分布している．
この研究では，同国の火山地震研究所（PHIVOLCS）との共同研究により，ルソン島のPinatuno, Taal, Irosinの各火山
，さらに南方のミンダナオ島にあるParkerとMatutumの両火山の噴火史，およびそこから噴出された広域テフラの年代
学的フレームワークの構築を試みた．特にPinatubo火山については，約60 km 北東にあるPaitan湖でボーリング・コア
試料を採取して，噴火年代の高精度化とこれまで未検出であった噴火を発見することができた．

研究成果の概要（英文）：The Philippines has many volcanoes due to subduction along its trenches similar 
to the tectonic setting of Japan. In this study, we have conducted geological surveys in Pinatubo, Taal, 
and Irosin volcanoes, located in Luzon, and Matutum and Parker volcanoes located in Mindanao Island, in 
collaboration with the Philippine Institute of Volcanology and Seismology (PHIVOLCS). We tried to 
reconstruct the eruptive history of these volcanoes, and establish a chronological framework of 
widespread tephras. Cored sediments were obtained from Paitan Lake, about 60 km northeast of Pinatubo 
Volcano. Ash layers were identified within these cores, and were given ages, with high precision.

研究分野： 火山地質学
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１．研究開始当初の背景 
 フィリピン諸島の火山活動は，日本と同様
に沈み込み帯と関連しているが，西側にはマ
ニラ海溝，東側にフィリピン海溝，南西にネ
グロス－スス海溝，南にコタバト海溝があり，
テクトニクスは非常に複雑である．フィリピ
ン国内には 400 以上の火山があり，火山の分
布も 10 の火山列が識別される．そのうち 23
は活動的火山（active volcano）で，潜在性活
動的火山（potentially active volcano）も 26 存
在している（PHIVOLCS, 2002）．20 世紀だけ
でも，およそ 2800 人の人命が火山噴火によ
って失われている（Catane et al., 2005）．火山
噴火史の解明は，火山学の基本的課題である
と共に，噴火災害の防止・低減のための基礎
資料にもなる．しかし，これらの噴火史は，
14C 年代などの数値年代がほとんど得られて
いない．23 の活火山の中で，Leonard 火山の
みが放射性炭素（14C）年代測定によって年代
が判明したものである．このような状況のた
め，数値年代に対するフィリピン国立火山地
震研究所（PHIVOLCS）側からの要望は非常
に強い．フィリピンでは，噴火史に関する研
究は歴史時代の噴火に限られ，中・長期的な
視野に立った研究は非常に少なく，1991 年に
大噴火した Pinatubo 火山ですら，過去の噴火
に関する基礎データがほとんどなかった． 
 
２．研究の目的 
 この研究では，フィリピンにおける広域テ
フラネットワークを構築するため，爆発的噴
火を繰り返しているルソン島の Irosin カルデ
ラ，Taal 火山，Pinatubo 火山などからもたら
された最近５万年間のテフラ層序を明らか
にすることを目的とした．  
 
３．研究の方法 
 ピナツボ火山，ミンダナオ島のParker火山，
Matutum火山などで現地調査をPHIVOLCSの
Arturo Daag 博士らと共同で実施した．
Pinatubo 火山に近い Paitan 湖（タフリング），
Taal 火山に隣接する San Pablo火山群の Seven 
Lakes（マール），Iriga 火山の Buhi 湖（岩屑
なだれによるせき止め湖）などで音波調査を
実施し，湖底地形を明らかにした．その結果
を踏まえ，Seven Lakes でピストンコアにより
湖底堆積物を，Paitan 湖の湖畔で機械ボーリ
ングによるコア試料を採取した．Paitan 湖の
試料については，テフラ分析や 14C 年代測定
のほか，珪藻群集分析なども行った． 
 
４．研究成果 
 Irosin カルデラに関する成果は，「地学雑
誌」に小特集「フィリピン・ルソン島のイロ
シンカルデラとブルサン火山の地質と最近
の噴火活動」（その 1，その 2）として公表し
ている．Irosin カルデラを形成した大規模火
砕流の噴火推移を報告している（Kobayashi et 
al., 2014）．また，檀原ほか（2014）は，その
一部にカミングトトン閃石が含まれるなど

岩石記載的特徴を詳しく報告しており，これ
らの知見が今後の広域対比に役立つものと
期待している． 
 Pinatubo 火山については，山頂の火口壁露
出する湖成層から樹幹試料を発見し，14C 年
代からMaraunot periodに対比できるものと考
えられ，この噴火に伴って現在の山頂のよう
な火口湖が出現したことが確認された．また，
Paitan 湖では，深度 28 m のコア試料を採取し
て，少なくとも 6 枚のテフラを認識した．こ
のコア試料は，14C 年代から約 2.4 万年前まで
遡ると考えられる． 
 ミンダナオ島のParker火山とMatutum火山
では，山麓の火砕流堆積物中の炭化木片の 14C
年代を測定し，両火山が完新世にも火砕流噴
火を起こしていることを確認した．今後，こ
れらの火砕流に伴う広域テフラも発見され
ることが期待される． 
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